


　
道
光
２５
年
（
弘
化
２
年
）
９
月
、
張
富

仁
の
次
男
と
し
て
清
国
（
中
国
）
浙
江
省

寧
波
（
せ
っ
こ
う
し
ょ
う
・
ニ
ン
ポ
ー
）

に
生
ま
れ
る
。
１６
歳
の
時
、
寧
波
の
外
国

貿
易
茶
舗
で
商
業
に
従
事
す
る
。
そ
の
後
、

本
国
の
税
関
の
職
員
と
な
り
日
本
の
事
情

に
通
じ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
　
　
　
　
　

　
明
治
３
年
７
月
、
函
館
に
来
航
し
、
在

函
の
清
国
商
社
万
順
号
の
帳
場
と
し
て
勤

務
し
支
配
人
を
補
佐
す
る
。
万
順
号
に
数

年
い
て
神
戸
の
栄
新
号
に
移
り
、
さ
ら
に

函
館
に
戻
り
尊
新
号
に
入
り
、
７
年
一
時

帰
国
す
る
が
、
再
び
来
函
し
公
泰
号
に
入

り
、
１２
年
独
立
し
、
商
店
を
開
く
。
　
　

　
明
治
１５
年
、
得
記
号
か
ら
離
れ
裕
記
号

を
作
り
、
１８
年
に
は
、
徳
新
号
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
徳
新
号
と

は
、
上
海
本
店
の
海
産
商
で
あ
り
、
張
尊

三
は
そ
こ
の
函
館
支
店
長
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
徳
堂
三
江
公
所
の
理
事
に
選
出
さ

れ
、
以
降
大
正
５
年
ま
で
函
館
華
僑
を
ま

と
め
る
役
割
を
果
た
す
。
　
　
　
　
　
　

　
張
尊
三
は
、
対
中
国
輸
出
品
の
品
質
管

理
を
強
化
し
、
海
産
物
の
荷
造
り
の
改
良

を
提
言
す
る
な
ど
、
日
中
貿
易
の
発
展
に

大
い
に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
フ
カ
ヒ
レ
の

価
値
を
生
産
者
に
説
明
し
、
製
造
の
指
導

に
取
り
組
ん
で
商
品
化
に
成
功
。
生
産
者

の
生
活
向
上
に
も
努
め
た
。
　
　
　
　
　

　
日
中
貿
易
の
振
興
に
努
め
て
き
た
張
尊

三
だ
が
、
海
産
物
の
輸
出
を
め
ぐ
る
日
本

の
商
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
悩
ま
さ
れ
る
。

商
習
慣
の
違
い
な
ど
か
ら
起
き
た
カ
ン
カ

ン
料
問
題
や
、
海
産
商
の
同
業
組
合
加
入

問
題
な
ど
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、
函
館
華

僑
は
張
尊
三
を
中
心
と
し
た
団
結
で
乗
り

越
え
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
２６
年
、
昆

布
取
引
を
め
ぐ
っ
て
日
本
昆
布
会
社
と
裁

判
と
な
り
、
「
日
清
通
商
章
程
」
第
１５
款

の
解
釈
が
争
点
と
な
り
、
外
国
人
居
留
地

を
越
え
て
代
理
人
を
海
産
物
の
生
産
地
で

あ
っ
た
根
室
地
方
の
勇
留
（
ゆ
り
）
島
に

派
遣
し
、
取
引
を
行
っ
た
こ
と
は
条
約
違

反
と
認
定
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
海
産
物
貿
易
に
於
け
る
張
尊
三
の
活
躍

は
清
国
政
府
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
数
多

く
の
名
誉
職
を
贈
ら
れ
た
。
日
本
政
府
も

海
産
物
の
生
産
お
よ
び
輸
出
拡
大
の
功
績

を
高
く
評
価
し
、
大
正
５
年
に
は
大
隈
重

信
内
閣
か
ら
「
藍
綬
褒
章
」
が
授
与
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
北
海
道
開
拓
に
貢
献
し
た

こ
と
か
ら
、
７
年
に
は
北
海
道
庁
長
官
か

ら
記
念
の
銀
杯
が
贈
呈
さ
れ
た
。
　
　
　

　
明
治
４３
年
、
フ
カ
ヒ
レ
の
中
国
輸
出
で

財
を
な
し
た
張
尊
三
は
集
会
場
と
し
て
中

華
会
館
を
建
設
す
る
。
函
館
中
華
会
館
は
、

純
中
国
様
式
の
建
築
と
し
て
日
本
に
現
存

す
る
唯
一
の
建
物
で
、
約
３
年
の
工
期
と

巨
費
を
投
じ
て
明
治
４３
年
１２
月
に
竣
工
し

た
も
の
で
、
釘
を
一
本
も
用
い
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
、
長
男
の
張
定
卿
に
事
業
一
切

を
譲
り
、
大
正
５
年
に
帰
国
。
大
正
７
年
、

逝
去
。
享
年
７４
歳
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　

　
写
　
　
真
／
社
団
法
人
函
館
中
華
会
館
　
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
函
館
市
史
」
通
説
編
２
・
３
・
４
・
５

　
　
　
　
　
　
「
は
こ
だ
て
と
外
国
人
居
留
地
・
中
国
編
」

　
取
材
協
力
／
社
団
法
人
函
館
中
華
会
館
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
小
川
正
樹
（
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
高
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
は
こ
だ
て
外
国
人
居
留
地
研
究
会
　

　
　
　
　
　
　
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※
カ
ン
カ
ン
料
と
は
函
館
の
商
人
が
昆
布
等
の
取
引
に
際
し
て
手
数
料
的
な
も
の
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
も
の
。 

※ 



　国際的に活躍しているヴァイオリニスト安永徹とピア 
ニスト市野あゆみによる至高のデュオ。お二人ならでは 
の絶妙なハーモニ－をご堪能下さい。 
曲　目　ブラームス／ピアノとヴァイオリンのための 
　　　　　ソナタ第１番ト長調作品７８「雨の歌」 
　　　　ベートーヴェン／ピアノとヴァイオリンのた 
　　　　　めのソナタ第５番へ長調作品２４「春」　他 
日　時　５月１３日�午後３時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　Ｓ席３,５００円、Ａ席２,５００円　 
　　　　学生１,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※学生券は芸術ホール、市民会館、七飯町文化 
　　　　　センター、北斗市総合文化センターのみでの 
　　　　　取扱 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
※未就学児の入場はご遠慮ください 

◎河村尚子ピアノ・リサイタル
日　時　６月２８日�午後６時４５分 
曲　目　シューマン／フモレスケ変ロ長調作品２０　他 
◎木嶋真優ヴァイオリン・リサイタル 
ピアノ　江口玲 
日　時　９月２２日�午後６時３０分　 
曲　目　ラヴェル／ツィガーヌ　他 
◎札響メンバーの室内楽～秋を愛でるコンサート～
日　時　１０月１４日�午後３時 
曲　目　ドヴォルジャーク 
　　　　　／弦楽五重奏曲第２番ト長調作品７７　他 
 
シリーズ券（３公演セット券）の発売
期　間　３月２４日�～６月２８日� 
料　金　８,０００円（全席指定） 
※シリーズ券は芸術ホールのみでの取扱 
１回券（各公演チケット）の発売
期　間　４月２１日�～各公演日 
料　金　Ｓ席４,０００円、Ａ席３,０００円　 
　　　　学生券２,０００円 
　　　　（全席指定・当日５００円増） 
※学生券は芸術ホール、市民会館、七飯町文化センター、 
　北斗市総合文化センターのみでの取扱 
 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
※未就学児の入場はご遠慮ください 

　チームダンスとストリートダンスソロバトルの予選大
会！！エントリーを急げ！！ 
ゲスト審査員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日　時　５月２６日�午後４時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　１,０００円（全席自由）未就学児膝上無料 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
※エントリー希望の方は 
　市民会館ホームページ 
　にアクセス。 
 

ＳＥＩ（ｗ－ｃｌａｐｓ） 
　「ＢＥＡＴ　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯ 
Ｎ」「ＬＯＯＰ　ｄｅ　ＤＡＮＣＥ」 
等のイベントを主催し山形のダンス 
シーンの発展に努めている。 

ＭＡＲＪＯＲＡＭ 
　数々の経歴が物語る実力と独特の 
フィーリングとボディバランスで女 
性ＨＩＰＨＯＰダンサーに多大な影 
響を与えている。 

ＦＩＳＨ　ＢＯＹ 
　数々のダンスコンテストで優勝。 
２００９年のパリで催された世界大 
会「Ｊｕｓｔｅ　Ｄｅｂｏｕｔ」ポ 
ッピングサイド優勝は記憶に新しい。 

　世界中で愛される少女「赤毛のアン」が、１９８０年 
の日本初演から３２年。１０年ぶりに全国公演に帰って 
きます。　　　　　　 
　劇団四季では１９８０ 

年に東京・日生劇場で初 

演。パステルカラーに彩 

られたにぎやかなダンス 

場面、グリーン・ゲイブ 

ルスの居間でのマシュー 

とマリラのこころに沁み 

る静かな会話など、“赤毛のアン”ファンのみらなず、 

多くの観客の心をしっかりととらえました。また本作品 

は、本家本元のカナダ人スタッフからも「世界で最高の 

アン！」と大絶賛されています。 

日　時　６月５日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席８,０００円、Ａ席６,０００円 
　　　　Ｂ席３,０００円 

　　　　（全席指定・当日５００円増） 

　　　　※Ｓ席・Ａ席のみ中学生以下半額で、市民会館 

　　　　　と芸術ホールのみの取扱 

　　　　※３歳未満の方の入場はご遠慮ください 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　劇団四季、北海道新聞社、北海道文化放送 

　　　　ＦＭ北海道、ＪＲ北海道 

問合せ　�５７－３１１１（市民会館）　 



　クラシック音楽、伝統芸能の分野において日々音楽を 
学ばれている若い演奏家の出演を募集します。 
　過去に出演経験のある方も複数回の出演が可能です。 
出演対象　【次の要件を満たす方】 
　・函館（近郊）出身の方、当市にゆかりのある方 
　・音楽大学または一般大学等の音楽関係の課程・コー 
　　スを卒業（修了）した方または同程度の実力を有す 
　　る方（函館音楽協会員の推薦のある方等） 
　・２０歳～概ね３０歳の方 
　※応募多数の場合は書類選考があります。 
日　時　７月１５日�午後３時（午後２時３０分開場） 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、学生５００円 
　　　　中学生以下無料（要整理券） 
参加料　２０,０００円相当の入場券販売 
募集期間　３月１日�～４月３０日� 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　ママさんシンガーならではのオリジナ 
ル曲から洋楽のカバー曲やお子様向けの 
楽曲まで家族みんなが気兼ねなく楽しめ 
るコンサート。好評の座敷席やキッズル 
ームも用意してご家族連れをお待ちして 
おります。歌のリクエストとスライドショーで上映する 
写真を募集しております。詳しくは芸術ホールまでお問 
い合わせください。 
日　時　５月２６日�午後１時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、小学生以下無料 
　　　　（全席自由・当日５００円増） 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

日　時　４月１５日� 
　　　　見学　午前１０時～随時 
　　　　体験レッスン　午前１１時 
会　場　函館市立鍛神小学校 
料　金　無料 
対　象　小学生～高校生 
持ち物　自分の楽器をお持ちの方は楽器、上履き 
※駐車場に限りがございますので、公共の交通機関をご 
　利用の上、お越しください 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

　弦楽器奏者の裾野の拡大と演奏技術の向上を目的にク 
リニック（登録制）を行い、その成果を発表する演奏会 
を開催します。プロの演奏家による個人レッスンやグル 
ープレッスンが受講できます。 
指　　導　遠藤幸男（札幌交響楽団）他　 
応募資格　弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、 
　　　　　コントラバス）弾かれる方。 
　　　　　※詳細はお問合わせください。 
会　　場　函館市芸術ホール　リハーサル室他 
クリニックの日程 
　平成２４年６月から２５年２月まで数回予定（未定） 
※演奏会は平成２５年３月を予定しています。 
応募方法　申込用紙（芸術ホールで配布）に記入の上、登 
　　　　　録料３,０００円（年間）を添えて、函館市芸 
　　　　　術ホールまでお申込みください。 
　　　　　※個人レッスン料は別途かかります。 
締　切　４月２０日� 
問合せ　�５５－３５２１（函館市芸術ホール） 
 
 

～『舞台の魅力』を伝える企画が目白押し！～
■レッツ！ワークショップーア・ラ・カルトー 
　現役プロアーティストを招いて開催するワークシ 
ョップ。今年度はパントマイム、コラボレーション、 
コミュニティダンス、俳優、女優、声優の６コース 
を開催。 
○パントマイム編 
講　師　ロボットのぞみ（パフォーマー） 
パフォーマンス公演　４月１４日�午後６時３０分 
ワークショップ　　　４月１５日�午後２時 
参加料　両日参加一般３,０００円 
　　　　　　　　学生１,５００円 
　　　　公演観覧一般１,０００円 
　　　　　　　　学生５００円 
■コンプレックス・シアターＶｏｌ．１ 
　演劇作品を発表したい団体・個人による『複合劇 
場』！テーマは『初』、観客によるコンテスト形式 
の演劇イベント。 
※ただいま参加団体を募集しています。 
日　時　９月１４日�～９月１７日� 
　　　　５団体による演劇を各２回ずつ上演予定　 
募集期間　４月１日�～６月３０日� 
参加料　１０,０００円（１作品につき） 
■バックステージツアー 
　ホールの裏側探検や舞台に関するＱ＆Ａ、デモン 
ストレーションやアトラクションなど。 
○入門編 
　日時　５月１５日�午後７時 
○応用編 
　日時　６月１３日�・１４日�午後７時（両日） 
○親子編 
　日時　７月３１日�午後６時３０分 
※全コース参加無料 
　親子編のみ定員３０組（申込順） 
※４月１日�より各コース受付開始 
 
　ステージラボに関しての詳細については市内各所 
に設置しているステージラボ総合パンフレットを御 
覧ください。 
問合せ　�５５－３５２１（函館市芸術ホール） 
 



　
 

               ■
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
　
　
　

期
間
　
３
月
２０
日
�
〜
１１
月
１１
日
�

時
間
　
４
月
１
日
�
〜
８
月
３１
日
�

　
　
　
午
前
６
時
〜
午
後
７
時
　
　

　
　
　
９
月
１
日
�
〜
１１
月
１１
日
�

　
　
　
午
前
６
時
〜
午
後
６
時
３０
分

使
用
料
金
　
（
個
人
１
日
）
　
　
　

小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５０
円

高
校
生
〜
大
学
生
　
　
　
１
０
０
円

一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
函
館
市
に
在
住
、
又
は
在
学
し
て

　
い
る
小
・
中
学
生
の
個
人
使
用
料

　
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

専
用
使
用
料
　
１
日
２
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
半
日
１
２
０
０
０
円

　
そ
の
他
、
回
数
券
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

問
合
せ
　
�
５５
¦
１
９
０
０
　
　
　

　
　
　
　
（
陸
上
競
技
場
）
　
　
　

■
千
代
台
公
園
庭
球
場
　
　
　
　
　

期
間
　
４
月
１
日
�
〜
１１
月
１１
日
�

時
間
　
午
前
６
時
〜
午
後
１０
時
　
　

使
用
料
金
（
１
時
間
・
１
面
）
　
　

一
般
・
日
中
　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
夜
間
　
　
　
　
　
９
０
０
円

学
生
・
日
中
　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
夜
間
　
　
　
　
　
４
５
０
円

※
夜
間
料
金
は
午
後
５
時
か
ら
　
　

問
合
せ
　
�
３１
¦
６
９
９
３（
庭
球
場
）

○
テ
ニ
ス
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昼
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
８
日
〜
６
月
１９
日
　
　

　
　
　
火
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１２
時
　
　
　
　

　
夜
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
８
日
〜
６
月
７
日
　
　

　
　
　
火
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）
　

　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
　
　
　

受
講
料
　
４
５
０
０
円
（
任
意
加
入

　
　
　
　
で
別
途
保
険
料
が
か
か
り

　
　
　
　
ま
す
。
）
　
　
　
　
　
　

定
員
　
昼
コ
ー
ス
４０
名
　
　
　
　
　

　
　
　
夜
コ
ー
ス
５０
名
　
　
　
　
　

受
付
　
４
月
１２
日
�
千
代
台
公
園
庭

　
　
　
球
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
２
Ｆ
　

昼
コ
ー
ス
　
午
前
１１
時
〜
１１
時
１５
分

夜
コ
ー
ス
　
午
後
７
時
〜
７
時
１５
分

※
定
員
を
越
え
た
場
合
、
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５
¦
１
９
０
０
　
　
　

　
　
　
　
（
陸
上
競
技
場
）
　
　
　

■
千
代
台
公
園
野
球
場
　
　
　
　
　

　
（
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
　

期
間
　
５
月
１
日
�
〜
１０
月
３１
日
�

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
（
全
日
）
　
　
２
０
０
０
０
円

　
　
（
半
日
）
　
　
１
２
０
０
０
円

　
　
（
練
習
１
時
間
）
２
２
０
０
円

学
生
（
全
日
）
　
　
１
０
０
０
０
円

　
　
（
半
日
）
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
（
練
習
１
時
間
）
１
１
０
０
円

※
そ
の
他
、
放
送
設
備
等
も
有
料
で

　
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
２
１
０（
野
球
場
）

　 
  

日　時　５月１２日�・１３日� 
　　　　午前１１時１５分開場（予定）午後１時試合開始 
会　場　千代台公園野球場（オーシャンスタジアム） 
料　金　ネット裏指定席　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ｓ　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ａ　前売３,５００円、当日４,０００円 
　　　　外野自由席おとな　前売１,５００円、当日１,７００円 
　　　　外野自由席小学生　前売　６００円、当日　８００円 
　　　　（内野指定席は４歳から入場料が必要、外野自 
　　　　由席は未就学児無料） 
チケット発売所 
　函館市民体育館、ミノルスポーツ、石田文具、市内松 
　柏堂プレイガイド、道新プレイガイド（札幌）、チケッ 
　トぴあ（Ｐコード８２０－５６３）、ローソンチケット 

　（Ｌコード（１２日）１０５１２・（１３日）１０５１３）、 
　セブンイレブン各店（店内マルチコピー機）、ＪＲ北海 
　道「みどりの窓口」「ツインクルプラザ」、ＪＴＢ店頭、 
　ＪＴＢエンタメチケットデスク、札幌ドーム　他 
　※千代台公園陸上競技場は、４月１日�より外野自由 
　　席のみの発売となります。 
※開催当日、球場駐車場は使用できません。最寄りの公 
　共交通機関をご利用ください（市電「千代台停留場」 
　下車徒歩３分）。 
※ファイターズ定期券は、ご利用いただけませんの 
　で予めご了承ください。 
※券種・日にちによって売切の場合があります。 
問合せ　�５７－３１４１（市民体育館） 
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今
回
は
、
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指

導
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
同
士
の
対

談
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
り
、
第
１７
回

全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ
ー
１５
）
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
優
勝
し
た
ス
プ
レ
ッ
ド
イ

ー
グ
ル
Ｆ
Ｃ
函
館
の
監
督
・
阿
部
修

士
さ
ん
と
、
平
成
２３
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会
第
１９
回
全
国
中
学
校
駅

伝
大
会
の
男
子
北
海
道
代
表
と
し
て

出
場
し
た
的
場
中
学
校
陸
上
部
・
監

督
の
武
内
恒
子
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で

は
自
己
紹
介
も
含
め
、
武
内
さ
ん
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

武
内
　
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
足
が

速
く
て
、
中
学
生
の
時
は
陸
上
部
で

短
距
離
が
専
門
で
し
た
。
高
校
か
ら

は
陸
上
部
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

走
る
の
は
好
き
で
し
た
の
で
、
教
員

に
な
っ
て
か
ら
は
市
民
レ
ー
ス
に
参

加
し
、
趣
味
と
し
て
の
ん
び
り
走
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
現
・
道
南
陸
上
競

技
協
会
理
事
長
の
岡
部
先
生
が
、
私

が
子
ど
も
の
頃
走
っ
て
い
た
の
を
知

っ
て
い
て
、
「
一
緒
に
陸
上
部
の
指

導
を
し
よ
う
」
と
誘
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
指
導
法
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
　
私
は
父
が
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー

部
の
監
督
を
し
て
い
る
影
響
で
、
幼

稚
園
の
頃
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
て
い
て
、
大
学
ま
で
続
け
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
は
ま
な
す
国

体
で
帰
道
。
一
年
目
は
札
幌
の
高
校

の
時
間
講
師
と
し
て
赴
任
。
ラ
グ
ビ

ー
部
の
指
導
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

翌
年
学
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導

を
頼
ま
れ
、
顧
問
に
な
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
サ

ッ
カ
ー
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
　

武
内
　
私
は
養
護
教
諭
で
す
の
で
、

部
活
を
持
つ
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
で
す
し
、
趣
味
で
走
り
つ
づ
け
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
自
分
が
陸
上
の

指
導
側
に
回
る
日
が
来
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
で
す
。
自
分
は
短

距
離
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

初
め
は
長
距
離
の
指
導
に
と
ま
ど
い

ま
し
た
が
、
長
距
離
は
練
習
を
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
生
徒
の
記
録
が
の
び
、

成
長
す
る
の
が
わ
か
る
競
技
な
の
で

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

阿
部
　
私
も
専
門
の
競
技
で
は
な
か

っ
た
の
で
初
め
は
苦
労
し
ま
し
た
。

指
導
技
術
向
上
の
た
め
勉
強
し
、
現

在
は
公
認
Ａ
級
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
コ
ー
チ

の
資
格
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
強
い

サ
ッ
カ
ー
部
を
持
つ
学
校
に
日
本
全

国
遠
征
に
行
っ
て
、
練
習
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
練
習
試
合
・
合
同
練

習
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
や
イ
タ
リ
ア
に
も
勉
強

に
行
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

武
内
　
私
も
初
め
の
頃
は
あ
ち
こ
ち

指
導
法
を
習
い
に
行
っ
た
り
、
生
徒

を
連
れ
て
他
校
に
練
習
に
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
岡
部
先
生
の
教
え
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
が
「
本
練
習
だ

け
が
大
事
な
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ッ

プ
が
一
番
大
切
だ
か
ら
、
指
導
者
は

選
手
が
来
る
前
に
到
着
し
て
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
指
導
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
今
で
も
実
践
し

て
い
ま
す
。
う
ち
の
陸
上
部
に
も
ス

プ
レ
ッ
ド
イ
ー
グ
ル
さ
ん
の
生
徒
が

い
ま
す
が
、
と
て
も
力
の
あ
る
生
徒

で
す
よ
。
き
っ
と
良
い
指
導
を
な
さ

っ
て
い
る
ん
だ
と
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

阿
部
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
試
合
中
、
ボ
ー
ル
を
触

っ
て
い
る
の
は
１
分
程
度
で
す
。
な

の
で
、
ボ
ー
ル
に
触
っ
て
い
な
い
時

が
一
番
勝
負
と
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
頭
も
体
も
休
む
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
他
の
競
技
の
指
導
法
も
参
考

に
し
て
い
ま
す
が
、
重
要
な
の
は
ど

う
や
っ
て
生
徒
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
や

る
気
を
出
さ
せ
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

武
内
　
や
る
気
は
重
要
で
す
よ
ね
。

生
徒
の
競
技
を
決
め
る
際
に
も
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
ま
す
。
中
学
校

か
ら
陸
上
を
始
め
る
生
徒
も
多
い
の

で
、
入
部
し
て
は
じ
め
の
う
ち
は
と

に
か
く
色
々
な
競
技
を
や
ら
せ
て
、

初
夏
ぐ
ら
い
に
こ
れ
が
向
い
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
競
技
を
勧
め

て
み
ま
す
。
本
人
が
や
る
気
を
出
し

た
ら
そ
の
競
技
で
決
ま
り
で
す
。
１

人
ず
つ
の
や
る
気
や
実
力
に
合
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
で
、
練
習
内

容
は
全
員
違
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

阿
部
　
サ
ッ
カ
ー
は
あ
る
程
度
年
齢

や
レ
ベ
ル
が
揃
っ
て
い
な
い
と
練
習

に
支
障
が
で
ま
す
。
私
の
チ
ー
ム
は

指
導
者
が
私
を
含
め
５
人
い
る
の
で

す
が
、
人
数
的
に
は
ぎ
り
ぎ
り
で
す
。

中
学
生
の
指
導
だ
け
で
も
、
異
な
る

学
年
の
大
会
が
同
じ
日
程
に
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず

つ
指
導
者
が
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
そ
れ
で
人
数
を
使
い

き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
当
は
小
学

生
の
チ
ー
ム
も
作
り
た
い
の
で
す
が
、

現
状
は
こ
れ
が
限
界
で
す
ね
。
　
　

武
内
　
指
導
者
は
ど
こ
も
不
足
し
て

い
ま
す
よ
ね
。
私
も
１
人
で
指
導
し

て
い
ま
す
。
良
い
意
味
で
緊
張
感
が

あ
り
ほ
と
ん
ど
部
活
を
休
む
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
。
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
　
学
校
の
部
活
で
は
い
く
ら
発

展
し
て
も
、
そ
の
先
生
が
転
勤
し
て

し
ま
う
と
下
降
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
学
校
だ
け
で
が
ん

ば
っ
て
い
て
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

地
域
で
行
う
ク
ラ
ブ
も
必
要
で
、
部

活
動
と
ク
ラ
ブ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
の
が
地
域

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
に
道
南
の
中
学
校
は

こ
こ
数
年
、
部
活
動
も
ク
ラ
ブ
も
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
　
　

武
内
　
そ
う
で
す
ね
。
長
距
離
走
は

き
つ
い
、
苦
し
い
と
い
う
印
象
が
あ

る
た
め
、
特
に
函
館
で
は
駅
伝
チ
ー

ム
の
数
も
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
競
技
人
口
が
増
え
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
私
の

指
導
し
た
生
徒
に
は
、
今
も
函
館
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
い
る
子
も

い
ま
す
し
、
箱
根
を
走
っ
た
子
も
３

人
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
を
と
っ
て

も
末
永
く
走
っ
て
く
れ
る
と
指
導
し

た
側
と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

阿
部
　
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
た
め
に

実
際
に
練
習
す
る
場
所
や
指
導
者
な

ど
の
環
境
は
重
要
な
要
因
と
な
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
で
文
化
と
し

て
育
む
と
い
う
考
え
方
を
持
た
な
け

れ
ば
発
展
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
私

達
は
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
そ
ろ
そ

ろ
１０
年
近
く
経
ち
ま
す
。
コ
ン
サ
ド

ー
レ
ユ
ー
ス
に
行
く
子
も
い
ま
す
し
、

プ
ロ
チ
ー
ム
に
入
っ
た
子
も
い
ま
す
。

ま
た
、
１
期
生
が
大
学
を
卒
業
す
る

の
で
、
ぜ
ひ
、
函
館
に
戻
っ
て
き
て

次
の
世
代
を
育
て
て
い
く
指
導
者
と

な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 



　
１
９
８
３
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
２
０

０
２
年
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
に
入

学
し
、
在
学
中
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て

１
年
間
留
学
。
帰
国
後
に
休
学
し
、
国

際
教
育
機
関
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン

シ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
２

年
間
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
現

地
の
子
ど
も
達
に
日
本
語
を
教
え
る
。

２
０
０
８
年
再
び
帰
函
し
、
英
語
教
員

免
許
を
取
得
後
、
大
学
を
卒
業
。
現
在

は
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
の
公
立
高
校
で
、

同
校
に
留
学
中
で
あ
る
日
本
人
高
校
生

向
け
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
中
。

　
２
０
１
１
年
１２
月
末
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
カ
ナ
ダ
の
世
論
調
査
会
社
が
世

界
の
国
民
幸
福
度
を
調
べ
た
結
果
、

フ
ィ
ジ
ー
が
１
位
で
あ
っ
た
と
い
う

記
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
を
目
に

し
た
私
は
深
く
納
得
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
こ
の
国
の
助
け
合
い
の
精

神
と
家
族
愛
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
　

　
私
が
こ
の
国
で
最
も
学
ん
だ
こ
と

は
、
フ
ィ
ジ
ア
ン
の
助
け
合
い
の
精

神
で
あ
り
、こ
れ
を
”
ケ
レ
ケ
レ
“
と

呼
ぶ
。
世
間
一
般
で
は
「
途
上
国
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
、
経
済
的
に

は
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
豊
か
で
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ィ
ジ
ー
に

は
ホ
ー
ム
レ
ス
や
飢
餓
が
存
在
し
な

い
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
食
料
や
収

入
が
十
分
に
あ
る
者
は
、
家
族
や
親

戚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
所
の
村

人
に
も
分
け
与
え
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
必
ず
手
を
差
し
伸
べ
る
の

だ
。こ
の
”
ケ
レ
ケ
レ
“
の
浸
透
が
、

フ
ィ
ジ
ー
に
本
物
の
豊
か
さ
を
培
い
、

人
々
が
幸
せ
を
感
じ
て
生
き
て
い
る

秘
訣
な
の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
私
に

と
っ
て
笑
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
す
＝
特

別
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
ジ
ア

ン
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
身
近
な
幸
せ
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
構
え
で
、
笑
顔
を

欠
か
さ
ず
生
き
て
い
る
彼
ら
と
い
る

と
、
己
の
中
に
も
次
第
に
幸
せ
の
精

神
が
宿
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
フ
ィ
ジ
ア
ン
の
家
族
愛

は
非
常
に
深
く
、
固
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
。
私
は
今
、
フ
ィ
ジ
ー
で
過

ご
す
日
本
人
高
校
生
達
と
向
き
合
う

中
、
心
の
不
安
定
な
子
の
多
く
が
、

日
本
の
家
族
と
の
基
盤
に
揺
ら
ぎ
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
同
時
に
そ
れ

が
、
現
在
の
彼
ら
の
言
動
や
行
動
に

リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
も
痛
感
す
る
。

そ
ん
な
彼
ら
が
フ
ィ
ジ
ー
に
来
て
、

フ
ィ
ジ
ア
ン
の
家
族
愛
に
触
れ
る
こ

と
で
、
み
る
み
る
変
化
し
て
い
く
姿

を
何
人
も
見
て
き
た
。
こ
の
愛
が
生

徒
達
の
心
を
ほ
ぐ
し
、
生
き
る
意
味

や
希
望
を
諭
し
続
け
て
い
る
の
は
確

か
だ
。
ま
た
、
楽
し
く
生
き
て
い
く

こ
と
は
実
は
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
こ

と
も
気
づ
か
せ
て
く
れ
て
い
る
。
彼

ら
が
た
く
さ
ん
心
を
動
か
し
な
が
ら
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
心
を
再
燃
さ
せ
、
自

然
体
な
姿
で
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
半
年
間
、
様
々
な
フ
ィ
ジ
ー

生
活
に
つ
い
て
綴
っ
て
き
た
が
、
私

に
と
っ
て
フ
ィ
ジ
ー
と
は
、
夢
が
集

結
し
、
進
化
し
て
い
く
場
所
で
あ
る
。

「
南
の
島
の
自
然
溢
れ
る
環
境
に
住

む
。
私
の
思
考
の
幅
を
広
げ
て
く
れ

た
英
語
に
触
れ
る
。
人
々
の
心
の
核

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
人
間
教
育

に
携
わ
る
」
こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
頭

の
片
隅
に
で
も
想
い
描
い
て
い
た
夢

の
カ
ケ
ラ
が
、
フ
ィ
ジ
ー
と
い
う
場

所
で
合
わ
さ
っ
た
。
フ
ィ
ジ
ー
で
出

合
っ
た
シ
ン
プ
ル
で
偉
大
な
宝
物
た

ち
に
感
謝
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
日
々

心
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
よ
り
よ
い
世
界

を
創
造
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　
今
回
が
最
終
章
と
な
る
に
あ
た
り
、

私
の
第
二
の
故
郷
で
あ
る
函
館
へ
、

本
コ
ラ
ム
を
通
し
て
フ
ィ
ジ
ー
生
活

を
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
貴
重

な
機
会
に
、
心
よ
り
感
謝
の
気
持
ち

を
申
し
上
げ
ま
す
。
函
館
で
享
受
し

た
深
い
愛
を
フ
ィ
ジ
ー
で
循
環
さ
せ

る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
土
地
で

出
逢
う
人
達
に
め
い
っ
ぱ
い
注
い
で

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
い
つ
か
ま
た

成
長
し
た
姿
で
帰
函
で
き
る
日
を
心

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
半
年

間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 



　
現
代
書
に

新
た
な
世
界

を
切
り
開
い

た
松
前
出
身

の
書
家
・
金

子
鴎
亭
（
１

９
０
６
〜
２

０
０
１
）
は
、

絶
え
ず
新
た

な
境
地
を
求

め
続
け
な
が

ら
優
れ
た
書

作
を
多
く
生

み
出
し
ま
し

た
。
そ
う
し

た
創
作
の
一

方
で
、
幅
広

い
分
野
の
芸

術
を
愛
好
し
、
と
り
わ
け
東
洋
工
芸

を
中
心
に
、
日
本
や
西
洋
の
近
現
代

美
術
に
も
関
心
を
持
っ
て
、
そ
れ
ら

の
美
術
品
を
蒐
集
し
な
が
ら
、
自
ら

の
創
造
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
源
と
も
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
現
在
、
函
館
美
術
館
に
は
、
鴎
亭

が
愛
蔵
し
た
中
国
・
朝
鮮
の
古
陶
磁

や
、
国
内
外
の
画
家
・
書
家
の
秀
作

な
ど
、
魅
力
的
な
逸
品
、
名
品
の
数
々

が
、
鴎
亭
の
生
涯
を
た
ど
る
書
作
品

と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
、
充
実
し
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
本
展
で
は
、
書
を
創
作
の
中
心
と

し
な
が
ら
も
多
様
な
芸
術
表
現
に
眼

を
向
け
、
そ
こ
か
ら
書
を
見
つ
め
直

し
て
、
さ
ら
に
深
く
創
造
の
世
界
を

掘
り
下
げ
て
い
っ
た
金
子
鴎
亭
の
書

と
、
彼
の
愛
蔵
し
た
美
術
品
と
を
併

せ
て
展
示
し
ま
す
。
美
を
求
め
て
互

い
に
通
じ
合
う
、
書
と
美
術
の
深
遠

な
響
き
合
い
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

         

　 
      

◆
ビ
デ
オ
上
映
会
　
　
　
　
　
　
　

　
「
金
子
鴎
亭
の
書
」
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
７
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

　
「
新
し
い
書
表
現
」
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２８
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
　
　
　
　

　
「
美
の
饗
宴
ー
鴎
亭
コ
レ
ク
シ
ョ

　
ン
の
世
界
」
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
函
館
美
術
館
学
芸
員
　
　
　

日
時
　
４
月
２１
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
展
示
室
（
要
観
覧
券
）
　
　

　 

　
僕
の
函
館
と
の
出
会
い
は
本
当
に

偶
然
で
し
た
。
何
気
な
く
手
に
取
っ

た
受
験
情
報
誌
に
載
っ
て
い
た
、
た

っ
た
１
ペ
ー
ジ
の
、
当
時
新
設
校
だ

っ
た
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
（
未

来
大
）
の
情
報
は
私
を
夢
中
に
し
ま

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
「
複
雑
系

科
学
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
」「
情

報
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
」
な
ん
と
い

う
へ
ん
て
こ
な
大
学
は
当
時
存
在
し

な
く
、
こ
こ
で
学
び
た
い
と
直
感
的

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
選
択

は
結
果
的
に
正
し
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
未
来
大
で
の
学
び
の
最
も
特
徴
的

な
と
こ
ろ
は
具
体
的
な
目
標
の
達
成

を
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
に
は
据
え
ず
、

「
面
白
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
。

そ
れ
を
咀
嚼
し
応
用
す
る
方
法
は
君

た
ち
が
決
め
な
さ
い
」
と
い
う
方
法

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
言
い

換
え
る
と
、
学
び
を
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
学
生
の
学
び
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
自
主
的
に
引
き
出
す
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
未

来
大
が
指
向
し
て
い
た
の
は
函
館
や

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
と
っ

て
資
す
る
、
い
わ
ば
地
球
人
的
な
人

材
を
本
気
で
育
て
よ
う
と
し
て
い
た

事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

大
学
が
函
館
に
あ
る
の
は
偶
然
で
は

な
く
、
昔
か
ら
多
く
の
人
や
文
化
が

入
り
交
じ
る
函
館
と
い
う
土
地
柄
の

せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ん
と
い

い
ま
す
か
、
函
館
は
人
や
文
化
の
多

様
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ

る
種
の
寛
容
さ
の
様
な
も
の
が
人
々

の
間
で
通
底
し
て
る
よ
う
に
感
じ
る

街
な
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
僕
が
函
館
で
過
ご
し
た
７
年
の
間
、

大
学
以
外
で
も
色
々
な
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
音
楽
活
動
は
私

の
函
館
で
の
生
活
を
大
変
豊
か
な
も

の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
音
楽
活
動

を
通
じ
て
繋
が
っ
た
人
と
の
出
会
い

は
、
私
の
函
館
に
対
す
る
理
解
に
非

常
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
地
元
の
人

の
生
活
や
、
函
館
の
人
の
持
つ
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
僕
に
蓄

え
ら
れ
て
い
き
、
７
年
後
に
は
、
す

っ
か
り
函
館
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た

（
函
館
弁
も
覚
え
ま
し
た
）
。
函
館

で
の
活
動
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で

す
。
僕
は
こ
ん
な
人
間
で
す
と
紹
介

す
る
と
、
じ
ゃ
ぁ
誰
々
を
紹
介
し
よ

う
、
と
い
っ
た
感
じ
で
ど
ん
ど
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
て
行
く
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
は
、
今
で
も
僕
の
人
生
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
現
在
僕
は
、
京
都
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｒ

と
い
う
研
究
所
で
研
究
者
を
し
て
い

ま
す
。
研
究
の
細
か
い
話
は
さ
て
お

き
、
僕
の
研
究
の
キ
モ
は「
人
の
心
」

や
「
人
の
つ
な
が
り
」
を
、
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
技
術
を
用
い
て
理
解
す
る
こ

と
で
す
。
研
究
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
、
函
館
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
の
心
構
え

は
大
学
か
ら
、
人
の
心
の
機
微
や
暖

か
さ
に
関
し
て
は
函
館
で
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
か
ら
学
び
ま
し
た
。
今

の
僕
の
人
生
の
ほ
と
ん
ど
は
函
館
で

学
ん
だ
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 



　 
 

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
千
蛍
社

　
の
木
工
製
品
展
示
即
売
会
　
　
　

●
回
復
者
ク
ラ
ブ
プ
ラ
タ
ナ
ス
写
真
展

会
期
　
４
月
３
日
�
〜
４
月
２６
日
�

　 
 

●
小
鳥
時
夫
絵
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
５
日
�
〜
４
月
１０
日
�

●
東
豊
司
絵
画
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１２
日
�
〜
４
月
１７
日
�

●
丸
山
恵
三
個
展
「
函
館
を
描
く
」

　
　
　
　
　
　
　 

                    

会
期
　
４
月
１９
日
�
〜
４
月
２４
日
�

●
函
館
版
画
協
会
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
２６
日
�
〜
５
月
１
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
山
田
晴
康
写
真

　
展
「
函
館
山
の
住
人
た
ち
」
　
　

　 　 
        

会
期
　
４
月
２０
日
�
〜
５
月
２９
日
�

　 
 

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
思
い
出
の
大
河
ド
ラ
マ
」

　
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
３０
日
�
〜
４
月
８
日
�

●
ぼ
く
の
絵
・
わ
た
し
の
絵
展
　
　

　
〜
第
７１
回
全
国
教
育
美
術
展
〜
　

会
期
　
４
月
１０
日
�
〜
４
月
１４
日
�

●
絵
手
紙
と
押
し
花
の
仲
間
の
合
同
展

会
期
　
４
月
１８
日
�
〜
４
月
２３
日
�

　 
 

●
近
藤
健
治
　
色
鉛
筆
画
展
　
　
　

　
「
五
稜
郭
の
石
垣
を
描
く
」
　
　

会
期
　
３
月
２７
日
�
〜
４
月
１５
日
�

●
「
菓
子
箱
変
じ
て
ア
ー
ト
と
な
る
」

会
期
　
４
月
１７
日
�
〜
５
月
６
日
�

　 
 

●
金
井
英
明
　
田
園
幻
想
画
　
　
　

　
原
画
・
グ
ラ
フ
ア
ー
ト
展
　
　
　

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
４
月
２６
日
�

　 
 

●
ア
サ
ヒ
ト
個
展
『
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

　
ク
と
ゆ
め
の
め
い
ろ
』
　
　
　
　

会
期
　
３
月
３１
日
�
〜
４
月
２２
日
�

　 
 

●
大
谷
孝
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
染
め
ア
ト
リ
エ
草
創
作
品
展
　
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
１７
日
�

●
藤
島
斎
出
版
記
念
　
　
　
　
　
　

　
カ
メ
ラ
と
ペ
ン
で
探
っ
た
函
館
山

　
の
花
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
寝
て
も
覚
め
て
も
函
館
山
展
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

        
会
期
　
４
月
１９
日
�
〜
４
月
３０
日
�

　 
 

●
え
ん
ぴ
つ
で
で
き
る
こ
と
　
　
　

会
期
　
４
月
４
日
�
〜
４
月
９
日
�

●
第
８
回
秦
創
作
紙
粘
土
教
室
　
　

　
人
形
と
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
展
　
　

会
期
　
４
月
２５
日
�
〜
４
月
２９
日
�

　 
 

●
「
Ｓ
Ｌ
函
館
大
沼
号
」
写
真
展
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
２７
日
�

●
野
外
劇
ポ
ス
タ
ー
展
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
２８
日
�
〜
５
月
６
日
�

　 
 

●
花
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　
　

　 
      

会
期
　
４
月
２
日
�
〜
４
月
１３
日
�

●
有
田
焼
作
陶
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１６
日
�
〜
４
月
２７
日
�

　 
 

●
水
留
良
雄
陶
展
　
　
　
　
　
　
　

　 
          

会
期
　
３
月
３０
日
�
〜
４
月
１０
日
�

●
シ
ン
ド
春
の
衣
服
展
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１３
日
�
〜
４
月
２４
日
�

■
編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

○
清
田
優
さ
ん
に
よ
る
フ
ィ
ジ
ー
か

　
ら
の
「
海
外
コ
ラ
ム
」
は
今
回
を

　
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
６
回
に

　
わ
た
っ
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま

　
し
た
清
田
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼

　
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

 











　 
             

　 ●
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

７１
　
　
　
　

出
演
　
Ｋ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
、
さ
さ
い
な
ヒ
ト
、
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
、

　
　
　
わ
・
た
・
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
８
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

４０
　
　
　
　
　

出
演
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｘ
、
　

　
　
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
、
Ｌ
ｉ
ｐ
ｓ
＆
ｖ
ｉ

　
　
　
ｂ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
、
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｉ

　
　
　
ｎ
ｇ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｄ
ｏ
ｖ
ｅ
　
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１９
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
３
０
０
０
円
　
３
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
＆
山
北
紀
彦
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２２
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
２
５
０
０
円
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
パ
ス
ピ
エ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２８
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
寺
子
屋
い
ろ
は
　
説
明
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２５
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
高
齢
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
パ
パ
と
ク
ッ
キ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１８
組
３６
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
男
性
の
保
護
者
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
５
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
　

●
お
い
し
い
紅
茶
の
入
れ
方
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１５
日
、
２２
日
の
火
曜
日
　
午
後
６
時
３０
分
　
　

材
料
費
　
７
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
１０
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
　

●
ま
ち
あ
る
き
探
検
隊
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
１９
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
　

●
季
節
の
料
理
教
室
（
春
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
２９
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３６
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
２４
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
　

●
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
月
第
４
木
曜
日
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
「
げ
ん
き
ｄ
ｅ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
　
　
　

講
師
　
水
谷
眞
貴
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
７
日
、
２１
日
の
土
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１０
日
、
２４
日
の
火
曜
日
　
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
各
７
０
０
円
（
お
茶
付
）
　
　

　
　
　
　
一
日
券
１
５
０
０
円
（
お
茶
・
ラ
ン
チ
付
）
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１１
日
、
１８
日
の
水
曜
日
　
午
前
１０
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　 ●
山
菜
！
春
の
香
り
！
森
の
探
険
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２１
日
�
、
２２
日
�
午
前
９
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
厚
沢
部
町
旧
清
和
小
学
校
近
辺
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２４
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
１９
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ポ
ン
デ
ケ
ー
ジ
ョ
＆
な
ち
ゅ
ら
す
総
会
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２９
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
親
子
１
組
５
０
０
円
（
ド
ー
ナ
ツ
つ
き
）
　
　
　

定
員
　
３０
組
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
親
子
・
高
校
生
以
上
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
２６
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
は
こ
だ
て
ベ
リ
ョ
ー
ス
カ
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
２１
日
、
６
月
１８
日
、
７
月
２３
日
、
９
月
２４
日
　

　
　
　
１０
月
２２
日
、
１１
月
２６
日
、
１
月
２１
日
、
２
月
２５
日
　

　
　
　
の
月
曜
日
　
午
後
３
時
〜
４
時
　
　
　
　
　
　
　
　

年
会
費
　
３
０
０
０
円
（
通
信
費
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
人
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
学
生
・
社
会
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
５
月
７
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
平
成
２４
年
度
ロ
シ
ア
語
市
民
講
座
（
昼
間
部
・
夜
間
部
）

受
講
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
期
　
５
月
７
日
�
〜
７
月
２３
日
�
の
間
で
１２
回
　
　
　
　

中
期
　
９
月
１８
日
�
〜
１２
月
３
日
�
の
間
で
１２
回
　
　
　
　

後
期
　
１
月
１５
日
�
〜
３
月
１８
日
�
の
間
で
１０
回
　
　
　
　

昼
間
部
　
午
後
２
時
４０
分
〜
午
後
４
時
１０
分
　
　
　
　
　
　

夜
間
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
８
時
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
一
般
２
４
０
０
０
円
、
大
学
生
１
９
２
０
０
円
　

　
　
　
　
中
・
高
校
生
１
２
０
０
０
円
（
前
・
中
期
）
　
　

　
　
　
　
一
般
２
０
０
０
０
円
、
大
学
生
１
６
０
０
０
円
　

　
　
　
　
中
・
高
校
生
１
０
０
０
０
円
（
後
期
）
　
　
　
　

定
員
　
入
門
コ
ー
ス
（
昼
間
部
・
夜
間
部
）
各
１０
名
　
　
　

　
　
　
初
級
コ
ー
ス
・
中
級
コ
ー
ス
・
上
級
コ
ー
ス
（
各
夜

　
　
　
間
部
の
み
）
各
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
２７
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 ○
灼
熱
の
魂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ボ
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
Ｊ
・
エ
ド
ガ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
５１
世
界
で
一
番
小
さ
く
生
ま
れ
た
パ
ン
ダ
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ヒ
ミ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ち
づ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
２８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
戦
火
の
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ラ
イ
ア
ー
ゲ
ー
ム
ー
再
生
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太
と
奇
跡
の
島
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
僕
等
が
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
　
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ
　
Ｅ
１
　
３
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ス
ペ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
バ
ト
ル
シ
ッ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
名
探
偵
コ
ナ
ン
・
１１
人
目
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
　
　
　
　
　

　
４
月
１４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ■
イ
ー
ス
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　

出
演
　
函
館
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ズ
、
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
　
　
　

　
　
　
花
園
教
会
聖
歌
隊
、
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
８
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会
（
美
原
３
　
５４
　
１３
）
　
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
２
３
１
１
（
同
教
会
）
　
　
　
　
　
　
　

■
教
育
音
楽
「
ぐ
る
ー
ぷ
ど
る
ち
ぇ
」
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な
つ
か
し
い
童

　
謡
・
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
４
月
２０
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
４
月
２４
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
各
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　

■
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
ラ
イ
ブ
〜
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
の
夜
〜
　
　

出
演
　
小
松
崎
操
（
フ
ィ
ド
ル
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
星
直
樹
（
ギ
タ
ー
＆
ブ
ズ
ー
キ
）
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２０
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
カ
フ
ェ
ま
る
せ
ん
（
湯
川
３
　
１０
　
３
）
　
　
　
　

入
場
料
　
２
５
０
０
円（
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
、ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
１
３
７
９
（
同
店
）
　
　
　
　
　
　
　
　

■
ゴ
ス
ペ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２１
日
�
午
後
２
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会
（
美
原
３
　
５４
　
１３
）
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
２
３
１
１
（
同
教
会
）
　
　
　
　
　
　
　

■
小
学
校
外
国
語
活
動
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
子
ど
も
が
生
き
生
き
活
動
す
る
た
め
に
ー
指
導
手
順
と

　
方
法
を
考
え
て
み
よ
う
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２２
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
一
般
１
０
０
０
円
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
会
員
５
０
０
円
　

申
込
締
切
　
４
月
１５
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５５ 
¦
９
０
６
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
ワ
ン
コ
イ
ン
で
踊
れ
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
！
　
　
　
　

　
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
ｉ
ｎ
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２８
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
８
２
０
９ 
¦
９
６
６
０
（
福
士
）
　

■
乗
馬
セ
ン
タ
ー
（
函
館
競
馬
場
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
初
心
者
乗
馬
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１６
日
�
〜
１８
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
前
８
時
４５
分
〜
１２
時
（
全
３
回
）
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
８
５
０
円
（
保
険
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
１８
歳
〜
４５
歳
以
下
の
健
常
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
５
月
１
日
�
必
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５３ 
¦
１
０
２
１
（
同
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　
　
　

　 

　
今
回
は
ざ
い
だ
ん
「
邦
楽
こ
ど
も

教
室
」
の
太
鼓
コ
ー
ス
に
参
加
し
た

北
山
真
帆
さ
ん
で
す
。
こ
の
教
室
は

初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
６
月
か
ら

２
月
の
間
に
計
２２
回
行
わ
れ
１８
人
が

参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
２
月
２５
日

に
芸
術
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
太
鼓

衆
踊
り
衆
雑
木
囃
子
」
の
ス
テ
ー
ジ

で
発
表
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

      

　
わ
た
し
は
よ
う
ち
園
の
時
か
ら
ピ

ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ピ

ア
ノ
は
さ
い
後
ま
で
間
ち
が
え
な
い

で
ひ
け
て
、
初
め
て
楽
し
い
と
思
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。
で
も
、
た
い
こ

は
手
に
豆
が
で
き
て
大
へ
ん
な
か
わ

り
に
、
大
き
な
音
が
出
た
ら
そ
れ
だ

け
で
す
っ
き
り
し
て
楽
し
い
の
で
す

き
で
す
。
と
く
に
大
だ
い
こ
は
大
き

な
音
が
出
る
の
で
大
す
き
で
す
。
み

ん
な
に
も
、
わ
た
し
の
た
た
く
音
は

大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
習
っ
て
い
て
一
番
大
変
だ
っ
た
の

は
、
始
め
は
が
く
ふ
を
見
な
が
ら
練

習
す
る
の
で
す
が
、
発
表
の
日
が
近

づ
く
と
、
が
く
ふ
を
暗
記
し
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ピ
ア

ノ
の
発
表
会
と
か
と
同
じ
で
す
が
、

人
前
で
え
ん
そ
う
す
る
の
は
ち
ょ
っ

と
き
ん
ち
ょ
う
す
る
し
、
ま
ち
が
え

ず
に
出
来
る
か
不
安
で
し
た
。
去
年

さ
ん
か
し
た
時
は
、
曲
の
さ
い
後
の

「
打
ち
上
げ
（
連
打
）
」
の
終
わ
り

が
み
ん
な
で
そ
ろ
わ
な
く
て
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は

上
手
く
い
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
た
い
こ
の
教
室
は
、

初
め
て
の
人
が
ゆ
う
先
の
教
室
で
す

が
、
ま
た
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
さ

ん
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
こ
れ
か
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な

ど
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　 
 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
１
９
７
２
年
室
蘭
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
ま
で
室
蘭
で
過
ご
す
。
そ
の
後
は
仕
事
で
札
幌
〜
苫
小
牧
〜
札
幌
〜
旭
川 

　
　
　
　
　
　
　
と
移
り
住
み
、
函
館
へ
の
転
勤
で
現
職
に
。
現
在
は
「
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
」
と
「
Ｊ
Ｓ
Ｄ
北
海
道
・ 

　
　
　
　
　
　
　
渡
島
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の
２
つ
の
肩
書
き
を
持
つ
。 

　
２
年
前
に
転
勤
で

訪
れ
た
函
館
の
街
、

改
め
て
の
印
象
と
し

て
は
、
月
並
み
な
表

現
で
す
が
、
な
ん
と

情
緒
的
で
人
情
深
い

「
粋
」
な
街
な
の
か

と
…
。
ヒ
ト
・
モ
ノ

の
相
乗
が
魅
力
を
引

き
立
た
せ
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
の
街
は
、

な
る
ほ
ど
某
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
調
査
で
「
魅

力
的
な
街
全
国
第
二

位
」
と
な
っ
た
の
も

頷
け
ま
す
。
　
　
　

　
私
が
百
貨
店
業
務

に
従
事
す
る
中
で
、「
街

が
豊
か
に
な
り
百
貨

店
も
活
性
化
す
る
」
と
い
う
仮
説
を

検
証
す
る
た
め
「
街
づ
く
り
」
へ
の

各
種
活
動
が
重
要
で
し
た
し
、
函
館

の
中
で
も
と
く
に
成
長
分
野
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
観
光
産
業
を
追
求
し

た
い
と
い
う
自
ら
の
関
心
も
後
押
し

し
、
函
館
の
魅
力
の
根
源
で
あ
る
「
粋
」

の
部
分
を
掘
り
下
げ
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
乏
し
い
情
報
網
の

な
か
歴
史
や
観
光
に
係
る
講
演
会
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
極
力
参
加
し
て
き
た

次
第
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
で
暮
ら
し
て
わ
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
沢
山
お
ら

れ
る
こ
と
、
学
校
が
多
い
た
め
か
若

者
も
豊
富
な
こ
と
…
。
オ
ー
プ
ン
な

気
持
ち
と
人
柄
、
老
若
が
相
互
依
存

し
、
ス
ト
レ
ス
レ
ス
で
住
み
や
す
い

雰
囲
気
…
街
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は
本

当
に
潤
沢
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　

　
目
下
、
自
身
の
矜
持
お
よ
び
今
後

の
円
滑
な
街
づ
く
り
活
動
の
た
め
「
函

館
検
定
初
級
」
突
破
に
向
け
て
十
数

年
ぶ
り
で
あ
ろ
う
試
験
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
そ
の
資
格
を
活
か

し
、
函
館
発
展
の
一
助
と
な
っ
て
い

た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
追
伸
：
昨
年
春
に
仙
台
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
訪
問
、
従
業
員
の
お
子
さ

ん
を
預
か
っ
て
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を

し
ま
し
た
。
震
災
の
傷
が
癒
え
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
幼
い
心
に
僅
か
で

も
娯
楽
を
…
と
い
う
つ
も
り
が
み
ん

な
意
外
に
も
明
朗
活
発
で
、
逆
に
こ

ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
粋
」
な
街
で
し
た
。
　
　

　
次
回
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

藤
田
綾
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
。
こ
れ
は
英

語
で
も
日
本
語
で
も
説
明
す
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
部
屋
を
出
る

時
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
電
気
を
消

し
て
、
歯
を
磨
く
時
に
は
も
っ
た
い

な
い
か
ら
あ
ま
り
水
を
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
食
事
も
残
さ
な
い
で

全
部
食
べ
て
、
残
し
た
時
は
冷
蔵
庫

に
入
れ
て
、
次
の
日
に
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
て
食
べ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
私
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で
す
が
、

両
親
は
イ
ン
ド
出
身
で
、
イ
ン
ド
に

も
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
子
供
の
時
は
、
服

が
小
さ
く
な
っ
た
ら
妹
が
私
の
お
下

が
り
を
着
て
、
妹
に
も
小
さ
く
な
っ

た
ら
、
イ
ン
ド
に
い
る
親
戚
の
子
供

に
送
っ
て
い
ま
し
た
。
両
親
に
物
を

大
切
に
し
な
さ
い
と
い
つ
も
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
大
学
に
入
っ
て
親
元
か

ら
離
れ
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
価
値
観
の
な
い
環
境
に
な
っ
て
、

好
き
な
だ
け
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
学

食
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
は
友
達
と
よ
く

食
べ
物
を
残
す
な
ど
、
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
で
も
今
回
、
函
館
で
日
本
人
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
電
気
を
大
切

に
し
た
り
、
食
べ
物
を
粗
末
に
し
な

い
よ
う
に
す
る
「
物
を
大
切
に
す
る

こ
と
」
の
大
事
さ
を
も
う
一
度
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
、
函
館
の
図

書
館
で「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」

と
い
う
子
供
の
本
も
読
み
ま
し
た
。

　
ケ
ニ
ヤ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
の
ワ
ン
ガ
リ
ー
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
考
え
方
を
広

め
る
た
め
に
、
”
も
っ
た
い
な
い
“
と

い
う
名
前
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
、

保
守
主
義
と
環
境
保
護
と
世
界
平
和

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

で
も
広
が
り
ま
し
た
が
、
他
の
国
で

は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
広
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
全
世
界
に
広
が
れ
ば
、
私

た
ち
の
世
界
は
、
も
っ
と
環
境
に
や

さ
し
く
安
全
で
、
平
和
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
故
郷
に
戻
っ
た
ら
、
ま
ず

は
私
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
出
来
る
こ

と
か
ら
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
始

め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　



　
今
月
号
よ
り
米
谷
元
捷
先
生
か
ら

バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
ス
ポ
ー
ツ
コ

ラ
ム
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

　
函
館
短
期
大
学
の
鈴
木
で
す
。
本

ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ
ム
で
は
”
健
康
“
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
話
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
今
年
の
冬
は
、
全
道
的
に
降

雪
量
が
多
く
、
寒
さ
も
一
段
と
厳
し

い
日
々
が
続
き
ま
し
た
ね
。
こ
こ
数

日
の
気
温
の
上
昇
に
よ
る
雪
溶
け
と

と
も
に
、
街
路
樹
や
草
木
達
も
芽
咲

き
の
チ
ャ
ン
ス
を
今
か
今
か
と
待
ち

わ
び
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私

た
ち
人
間
に
お
い
て
も
冬
場
の
運
動

不
足
を
解
消
す
る
絶
好
の
季
節
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
人
間
が
健
康
で
豊
か
な
生

活
を
営
む
た
め
に
は
、
健
康
の
三
要

素
（
運
動
・
栄
養
・
休
養
）
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
生
活
の
中
に
取
り
込
む
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
機
械

の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
や
交
通
機

関
の
発
達
に
よ
る
運
動
量
の
減
少
、

食
の
欧
米
化
や
偏
食
に
よ
る
生
活
習

慣
病
発
症
者
の
増
大
、
そ
し
て
、
ス

ト
レ
ス
フ
ル
な
社
会
環
境
に
よ
る
睡

眠
障
害
等
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
る

我
が
国
に
お
い
て
、
「
健
康
の
三
要

素
」
を
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入

れ
実
践
す
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
月

号
で
は
、
健
康
の
三
要
素
、
特
に
「
運

動
」
に
焦
点
を
あ
て
考
え
て
い
き
ま

す
。
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
１
つ
問
題
で

す
。
先
ほ
ど
か
ら
登
場
し
て
お
り
ま

す
健
康
の
三
要
素
の
中
で
１
つ
性
質

の
異
な
る
要
素
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

さ
て
ど
の
要
素
で
し
ょ
う
？
も
う
お

解
り
で
す
ね
。
答
え
は
、
”
運
動
“
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
例
を
あ
げ
て
解
説
し
て
み
ま
す
。

お
腹
が
空
け
ば
お
腹
が
グ
ゥ
〜
と
鳴

り
「
食
べ
た
い
＝
栄
養
」
と
い
う
欲

求
か
ら
食
べ
る
と
い
う
行
為
が
、
ま

た
夜
更
か
し
を
す
れ
ば
ウ
ト
ウ
ト
と

瞼
（
ま
ぶ
た
）
が
重
く
な
り
「
寝
た

い
＝
休
養
」
と
い
う
欲
求
に
よ
り
寝

る
と
い
う
行
為
が
起
こ
り
ま
す
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
運
動
に
関
し
て
は
、

た
と
え
運
動
不
足
で
あ
っ
た
と
し
て

も
「
動
き
た
い
＝
運
動
」
と
い
う
欲

求
が
生
起
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
慢
性

的
な
運
動
不
足
に
よ
り
身
体
的
機
能

が
低
下
し
様
々
な
健
康
障
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
私
た
ち
の
健
康

を
阻
害
す
る
大
き
な
落
と
し
穴
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
を
維

持
し
、
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
運
動
の
性
質
を
十
分
に
理
解
し
、

尚
且
つ
実
際
に
「
身
体
を
動
か
す
」

時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
　
　
　

　
そ
ろ
そ
ろ
香
雪
園
で
は
若
葉
が
茂

り
、
五
稜
郭
公
園
で
は
桜
の
蕾
が
開

く
素
晴
ら
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

綺
麗
な
景
色
を
見
上
げ
な
が
ら
、
ご

家
族
や
ご
友
人
と
共
に
ゆ
っ
く
り
と

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
号
は
健
康
の
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
具
体
的
な
運
動
方
法
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
日
本
大
学
法
学
部
卒
業
、
東
海
大
学

大
学
院
体
育
学
部
体
育
学
研
究
科
体
育

学
専
攻
修
了
（
体
育
学
修
士
）
、
東
京

農
業
大
学
大
学
院
博
士
課
程
環
境
共
生

学
専
攻
（
現
在
在
学
中
）
、
日
本
赤
十

字
社
救
急
法
指
導
員
、
日
本
赤
十
字
社

水
上
安
全
法
指
導
員
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
協
会
認
定
　
要
介
護
予
防
運
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
日
本
キ
ャ
ン
プ

協
会
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
社
会
福
祉
法
人

磯
子
コ
ス
モ
ス
福
祉
会
中
原
苑
評
議
員
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
            

○
平
成
２４
年
記
録
会
第
１
戦
　
　
　

日
程
　
４
月
２１
日
�
　
　
　
　
　
　

○
平
成
２４
年
中
高
フ
ィ
ー
ル
ド
記
録
会

日
程
　
４
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
２
０
１
２
春
い
ち
ば
ん
陸
上
競
技

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２９
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

∧
テ
ニ
ス
∨
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
団
体
対
抗
戦
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
春
季
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２６
日
�
・
２７
日
�
　
　

○
北
海
道
Ｊｒ
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
　

　
道
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
　
　
　

日
程
　
４
月
２８
日
�
・
２９
日
�
　
　

∧
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
∨
　
　
　
　
　
　

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会
　
　
　
　

日
程
　
４
月
７
日
�
・
８
日
�
　
　

○
高
校
春
季
大
会
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
３０
日
�
〜
５
月
２
日
�

　 
 

○
函
館
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
競
技

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
１５
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

日
程
　
４
月
１４
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

○
平
成
２４
年
度
函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
団
員
募
集
　
　
　
　
　
　
　

　
左
記
競
技
種
目
の
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
水
泳
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ヨ
ッ
ト
・
乗
馬
・

空
手
道
・
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
　
　
　

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
の
案
内
　
　

期
間
　
５
月
２０
日
�
〜
１１
月
１１
日
�

会
場
　
函
館
市
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
１
５
０
０
０
円
　
　
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
函
館
レ
ク
リ

　
　
　
　
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　
　
　

問
合
せ
　
�
５６
¦
６
４
１
８（
松
本
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ラ
ー
育
成
講
座
の

　
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
　
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ボ
ー
ル

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
〜
中
学
生
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４１
¦
４
４
４
１（
福
岡
）

●
初
心
者
弓
道
教
室
募
集
　
　
　
　

　
弓
道
は
、
老
若
男
女
い
つ
か
ら
で

も
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
武
道

で
す
。弓
具
一
式
用
意
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
　
月
曜
日
と
木
曜
日
　
　
　

昼
の
部
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　

夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円
（
保
険

　
　
　
　
料
・
道
場
使
用
料
は
別
途
）

問
合
せ
　
�
５３
¦
４
３
２
２
（
千
代

　
　
　
　
　
台
公
園
弓
道
場
）　
　
 



　 
         

◎
企
画
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
　
木
没
後
百
年
特
別
企
画
　
　

　
石
川
　
木
の
終
焉
と
妻
節
子
」
　

　
〜
病
魔
と
貧
困
の
な
か
、
二
人
は
、

　
心
に
染
み
る
文
を
遺
し
て
早
世
し

　
た
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２６
年
と
２
ヶ
月
と
い
う
短
い
人
生

で
し
た
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

　
木
の
文
学
は
今
な
お
人
々
の
心
に

寄
り
添
い
な
が
ら
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
病
魔
や
貧
困
と
闘
い
な
が
ら
、

　
木
は
、
生
命
の
証
を
刻
み
込
む
よ

う
に
最
後
ま
で
日
記
や
書
簡
を
書
き

続
け
ま
し
た
。
　
木
没
後
百
年
に
寄

せ
て
、
函
館
　
木
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
肉
筆
の
最
後
の
日
記
や
書
簡
等

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展

示
に
よ
り
、
最
晩
年
の
　
木
の
姿
を

象
徴
す
る
文
と
、
　
木
を
支
え
続
け

た
妻
節
子
が
、
夫
を
失
っ
た
後
に
書

き
綴
っ
た
手
紙
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
４
月
８
日
�
〜
１０
月
１０
日
�

主
な
展
示
資
料
（
予
定
）
　
　
　
　 

・
直
筆
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
明
治
四
十
四
年
当
用
日
記
」
　

　
「
一
千
九
百
十
二
年
日
記
」
　
　 

・
書
簡
等
　
明
治
４４
年
２
月
宮
崎
郁

　
雨
宛
書
簡
・
そ
の
他
　
　
　
　 

・
パ
ネ
ル
展
示 

・
明
治
４４
・
４５
年
の
日
記
と
書
簡 

・
　
木
没
後
の
妻
節
子
の
書
簡 

・
そ
の
他 

　 
   

　
　 

                          

◎
平
成
２４
年
度
第
１
回
の
教
室
受
講

　
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
受
講
料
は
保
険
料
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
教
室
先
着
順
の
申
込
み
と
な
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　 
                         

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
今
の
気
持

ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
初
め
て
の
出
場
な
の
で
、
ま
ず
は

１
勝
を
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
全
道
大
会
で
気
を
つ
け
た
こ
と
は

何
で
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
２
シ
ー
ド
で
の
出
場
な
の
で
、

１
試
合
目
・
２
試
合
目
で
負
け
な
い

よ
う
に
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
　
　

　
全
道
大
会
に
参
加
し
て
み
て
の
感

想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
い
つ
も
よ
り
良
い
成
績
を
残
せ
た

の
で
う
れ
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
テ
ニ
ス
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
時

期
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
小
さ
い
と
き
か
ら
お
母
さ
ん
の
を

見
て
い
て
、
お
も
し
ろ
そ
う
で
し
た
。

そ
れ
で
、
１
年
生
の
夏
か
ら
始
め
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
試
合
の
主
導
権
を
ど
の
よ
う
に
し

て
と
っ
て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

　
積
極
的
に
ゲ
ー
ム
を
す
す
め
る
タ

イ
プ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
は
、
ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？

　
日
曜
日
以
外
は
毎
日
２
時
間
く
ら

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
は
、
ど
こ
で
し
て
い
ま
す
か
？

　
所
属
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ト
で
す
。
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
）
　

　
テ
ニ
ス
は
、
ハ
ー
ド
な
競
技
と
思

い
ま
す
が
体
調
管
理
等
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
調
子
の
で
な
い
と
き
は
、
足
を
動

か
す
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
思
い
出
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
テ
ニ
ス
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
来
た
ボ
ー
ル
を
ラ
ケ
ッ
ト
に
当
て

返
す
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
練
習
の
中
で
自
分
で
工
夫
を
し
て

い
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　
工
夫
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ー

チ
が
い
ろ
い
ろ
指
導
し
て
く
れ
る
の

で
、
そ
の
通
り
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
道
具
や
ボ
ー
ル
に
こ
だ
わ
る
方
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
分
に
あ
っ
た
物
を
使
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
試
合
の
前
に
、
何
か
特
別
な
こ
と

を
し
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
走
っ
た
り
・
素
振
り
を
し
た
り
な

ど
、
ア
ッ
プ
を
多
く
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
と
す
る
選
手
は
誰
で
す
か
？

　
錦
織
圭
選
手
で
す
。
　
　
　
　
　

　
将
来
は
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
で
す
。
　
　
　

　
今
、
一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
　
　
　
　
　

　
や
っ
ぱ
り
テ
ニ
ス
の
こ
と
で
す
。

　
テ
ニ
ス
を
す
る
上
で
、
何
か
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
練
習
中
か
ら
ふ
ざ
け
な
い
こ
と
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
食
べ
物
で
好
き
嫌
い
は
？
　
　
　

　
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
食
事
は
残
さ

な
い
で
食
べ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
勉
強
に
つ
い
て
好
き
な
教
科
は
？

　
体
を
動
か
す
の
が
好
き
な
の
で
体

育
と
家
庭
科
の
調
理
実
習
が
好
き
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
尊
敬
す
る
人
は
ど
な
た
で
す
か
？

　
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
で
す
。
　

　
テ
ニ
ス
か
ら
活
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
足
が
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、
運
動
会

で
は
リ
レ
ー
選
手
に
な
っ
た
し
、
体

育
が
得
意
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
身
体
が
硬
い
の
で
、
柔
ら
か
く
す

る
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
テ
ニ
ス
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
う
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？
　

　
友
だ
ち
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全

国
大
会
で
の
必
勝
を
祈
念
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
指
で
数
を
表
す
。
数
字
が
生
ま
れ

た
頃
の
原
点
に
戻
っ
た
よ
う
な
発
想

で
０
か
ら
９
の
数
を
表
現
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
ア
イ
デ
ア

は
星
加
綾
夏
さ
ん
（
当
時
北
斗
市
島

川
小
５
年
）
数
字
が
あ
ふ
れ
た
日
常

に
何
か
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
カ
レ
ン

ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
作
品
は
市
内
お
よ
び
そ
の
近

郊
の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
デ
ザ

イ
ン
協
議
会
の
企
画
展
に
応
募
さ
れ

た
も
の
を
、
子
ど
も
た
ち
と
会
員
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
カ
レ
ン
ダ

ー
に
し
た
も
の
を
改
め
て
編
集
し
ま

し
た
。 
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